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春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
４
月
６
日

か
ら
15
日
ま
で
の
10
日
間
実
施
さ
れ
ま
す
。

横
断
歩
道
は
歩
行
者
が
優
先
‼

　
「
歩
行
者
妨
害
」
は
交
通
違
反
!!

○
横
断
歩
道
を
歩
行
者
が
横
断
、
ま
た
は
横
断

し
よ
う
と
し
て
い
る
と
き
は
、
横
断
歩
道
の

手
前
で
停
止
し
ま
し
ょ
う
。
歩
行
者
の
通
行

を
妨
害
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
思
い
や
り
の
気

持
ち
を
持
っ
た
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

茂
岩
市
街
地
で
の
違
反
に
注
意
‼

★
交
通
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
★

○
通
学
路
で
は
、
子
ど
も
の
飛
び
出
し
等
が
予

想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
を

徹
底
し
、
予
測
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
車
や
自
転
車
等
を
運
転
し
な
が
ら
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
を
操
作
し
な
が
ら
通
話
等
を
す

る「
な
が
ら
運
転
」は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
４
月
１
日
か
ら
、
自
転
車
の
一
定
の
違
反
に

も「
交
通
違
反
通
告
制
度
」が
適
用
さ
れ
ま
す
。

自
転
車
や
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
を
運

転
す
る
場
合
は
、
交
通
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り

と
守
り
、
安
全
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
事
故
等
を
防
止
す
る
た
め
、
自
転
車
等
に
乗

る
と
き
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

山
菜
採
り
に
よ
る
遭
難
の
防
止

～
目
先
の
収
穫
よ
り
も
安
全
第
一
～

①
行
き
先
や
帰
宅
予
定
時
間
を
家
族
等
に
伝
え
る

②
無
理
に
山
奥
に
入
ら
な
い

③
単
独
入
山
を
避
け
る

④
目
立
つ
色
の
服
装
を
着
用
す
る

⑤
携
帯
電
話
や
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
携
帯
す
る

ヒ
グ
マ
に
よ
る
人
身
被
害
の
防
止

春
は
ヒ
グ
マ
と
の
遭
遇
に
注
意

•	

ヒ
グ
マ
出
没
情
報
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

•	

山
に
入
る
際
は
、
熊
除
け
の
鈴
や
笛
な
ど
音

の
出
る
も
の
を
鳴
ら
し
、
複
数
で
行
動
し
ま

し
ょ
う
。

•	

ふ
ん
や
足
跡
を
見
つ
け
た
ら
、
す
ぐ
に
引
き

返
し
ま
し
ょ
う
。

•	

食
べ
物
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

•	

も
し
ヒ
グ
マ
を
見
た
ら
、
ゆ
っ
く
り
後
ず
さ
り

し
な
が
ら
静
か
に
そ
の
場
を
離
れ
ま
し
ょ
う
。

春
の
農
作
業
安
全
確
認
運
動
の
実
施

『
徹
底
し
よ
う
！
農
作
業
機
械
の
転
落
・
転
倒

対
策
』

無
理
の
な
い
安
全
な
作
業
計
画
を
建
て
ま
し
ょ
う

　

春
の
農
作
業
ス
タ
ー
ト
時
は
、
事
故
発
生
の

多
い
時
期
で
す
。
ゆ
と
り
あ
る
作
業
計
画
を
立

て
、
長
時
間
の
作
業
に
は
休
息
を
と
り
、
事
故

に
遭
遇
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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豊
頃
町
教
育
委
員
会
・
豊
頃
町
教
育
研
究
所

☎
５
７
９
‐
５
８
０
１

豊
頃
町
の
児
童
生
徒
の
体
力
や
運
動
習
慣
は
？

町
内
の
小
学
５
年
生
、
中
学
２
年
生
を
対
象
に
実
施
し
た
令
和
７
年
度
全
国
体
力
等
調
査
の
分
析
結
果
が
北
海
道
教
育
委
員
会
か
ら
公

表
さ
れ
ま
し
た
。
各
学
校
に
お
い
て
は
、こ
の
分
析
結
果
を
生
か
し
た
体
育
科
授
業
の
工
夫
改
善
、体
力
づ
く
り
活
動
の
計
画
的
実
施
な
ど
、

既
に
取
組
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
に
関
わ
り
、
本
町
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
観
点
か
ら
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
が
連
携
・

協
力
し
、
心
身
と
も
に
健
康
な
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

○調査実施期間　　令和 7 年 5 月～ 7 月
○調査の対象学年及び実技内容
　●小学校第５学年／握力・上体起こし・長座体前屈・反復横とび・２０mシャトルラン・５０m 走・

立ち幅とび・ソフトボール投げ
　●中学校第２学年／握力・上体起こし・長座体前屈・反復横とび・持久走・５０m 走・立ち幅とび・

ハンドボール投げ
○運動習慣、生活習慣等に関する質問紙調査

【全体の傾向と課題】
○運動に対して肯定的な児童生徒が多

く、「運動が好き」という意欲を大切
にしながら、意識的に運動習慣を作る
ことで更なる能力向上が期待できま
す。

●小中学生ともに、テレビやスマート
フォン等の利用時間（スクリーンタイ
ム）が長いことが共通の課題です。こ
の時間を運動や学習、読書等に充てる
ことで、より健康的・文化的な生活に
つながると考えられます。

●特に中学生女子の朝食摂取習慣の改善
は急務であり、健康的で活力ある学校
生活を送るための基盤として食習慣の
見直しが重要です。

【今後の取組の方向性】
◎学校では、優れた能力を一層高めつつ、バランスの

良い体の動きを目指し、ICT の活用を含む授業研究
や諸活動の充実に努めます。

◎家庭では、基本的生活習慣の基盤となる「食習慣」
を大切にするとともに、スクリーンタイムに関する
家庭内のルールづくりが肝要です。家族で健康づく
りに取り組むなど、日常生活に運動を取り入れましょ
う。

◎地域では、スポーツ少年団や町内会行事等において、
年齢を問わず楽しめる軽運動（ボッチャやモルック
等）を取り入れるなど、子どもたちがスポーツに親
しめる環境づくりへのご協力をお願いいたします。

● 調査結果から考えられること

令和 7 年度
全国体力

･
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● 豊頃町の子どもたちの体力等の傾向

【小学生】女子の体力が全国を大きく上回り、男子も一部種目で上回りました。

《実　技》○全8種目中、女子は全種目において全国平均を上回り、男子は反復横跳
びと握力の種目で上回りました。

《質問紙》男女ともに運動への関心が全国平均を上回る非常に高い水準にあります。

・非常に高い運動意欲：「運動やスポーツをすることが好き」と回答した児童は、男子
　87.5％（全国72.7％）、女子は100％（全国54.1％）に達しており、運動に対して
　極めて肯定的な傾向にあります。
・高い目標意識：体力向上について「自分なりの目標を立てている」児童が、男子
　87.5％、女子100％となっており、自発的に取り組む姿勢が見られます。
・ICTを活用した学び：体育の授業において、タブレット等のICT機器を使うことで「で
　きたり、わかったりすること」があると答えた割合が、男女ともに60％以上となってお
　り、デジタル機器を効果的に活用した学びが定着しています。

【中学生】男女ともに全国平均を上回る高い体力調査結果となりました。

《実　技》○全8種目中、女子は5種目、男子は4種目で全国平均を上回りました。特
に男女ともハンドボール投げの得点が高く、投力の強さが目立っていま
す。

《質問紙》将来に向けて運動を継続したいという意識が高い一方で、基本的な生活習慣
　　　　　に課題が見られます。

・ 卒業後も続く運動意欲:「中学校を卒業した後も、自主的に運動する時間
　を持ちたい」と回答した割合が女子で72.7％、男子で60％となっており、
　生涯スポーツへの関心の高さがうかがえます。
・ ICT活用の充実：保健体育の授業でICTを使うことで「できたり、わかっ
　たり」することがあると回答した割合は、男子が80％以上、女子は90％
　以上に達しており、全国的にも高い水準にあります。
・目標意識と協力： 授業で「目標（めあて）を意識して学習している」生
　徒は男子で80.0％、女子で90.9％、また「友達と助け合ったり教え合っ
　たりしている」生徒も男女ともに約80％以上となっており、目的意識を
　持ち協調性を発揮しながら学んでいる　様子がうかがえます。

▽
駐
在
だ
よ
り
▽
町
民
文
芸
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